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RTK 
本ユーザーガイドでは、AgriBus-GMini(以下、GMini)を利用してRTK測位を実現するための手順
を説明します。 
 
【注意】 
GMiniにはu-blox社製GNSSモジュールが搭載されており、NTRIPCasterサービスである「Agri
Bus-Caster」や、RTK測位演算ソフトウェアである『RTKLIB』を利用することでRTK測位が可
能になりますが、サードパーティ製品に関する動作は当社ではサポートできませんのでご了承く
ださい。 
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■ 基準局 
 

GMiniを基準局(Base)として設定する方法を説明します。下図の網掛け部分に相当します。 
基準局(Base)の情報を『AgriBus-Caster』に配信するため、Windowsパソコンはインターネッ
トに接続しておく必要があります。 
 

 
 
 
【事前準備１】GMiniの設定 
Webブラウザを使って、GMiniを基準局(Base)用に設定します。 
 
(B)-1. AgriBus-NAVIを起動している場合は、AgriBus-NAVIを終了してください。 

 
(B)-2. GMiniを起動した後、PCでWi-Fiを有効にします。 

 
 

(B)-3. Wi-Fiのネットワーク一覧に [ AGBGM-AP-XXXX ] と表示されるので選択します。 
XXXXはGMiniの個体によってそれぞれ異なる４桁の英数字です。 

AgriBus 
- Caster 
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(B)-4. パスワードの入力を求められるので、下記のパスワードを入力します。 
パスワード： 12345678 

 
 

(B)-5. PCでWebブラウザを起動し、アドレスバーに下記のURLを入力してGMiniの設定Webペ
ージを表示します。 
URL： http://192.168.4.1:8080  または  http://agribus-gmini.local:8080 
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(B)-6. 「Configurations」で下記を選択して [ Set ] ボタンをクリックします。 

- ublox : RTK(Base) 
- gyro : Disable 

 
 

(B)-7. 数秒後、Webページが切り替わり「Set - OK」と表示されれば設定は成功です。 
「Set - FAIL」と表示された場合は、やり直してください。 
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(B)-8. Wi-FiをGMiniのアクセスポイント（AGBGM-AP-XXXX）から切断し、普段お使いのWi-F
iに繋ぎ直してください。 

 
 

 
 
【事前準備２】ドライバーのインストール 

パソコンのデバイスマネージャーを開き、「ポート(COM と LPT)」を確認します。[ u-blox 
GNSS receiver ] が認識されていない場合は、次の手順によりドライバーをインストールし
てください。 

 
 

1. u-blox のサイトに行き、ドライバーをダウンロードします。 
https://www.u-blox.com/product/u-center 
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2. ダウンロードしたzipファイルを解凍し、中にある [ u-center_v***.exe ] ファイルを実
行します。 
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インストールするのは [ u-blox GNSS Standard Driver ] のほうだけでOKです。 

 
 

インストール完了後、u-center は起動する必要はありませんので、[ Launch u-center ]
のチェックは外して完了します。 

 
 

3. もう一度デバイスマネージャーを開き、「ポート(COM と LPT)」の中で [ u-blox GN
SS receiver ] が認識されていることを確認します。その際、（COM XX）という括
弧書きの数字をメモしておきましょう。 
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4. また、[ u-blox GNSS receiver ] を右クリックして「プロパティ」を開き、「ポート

の設定」タブの内容をチェックしておきます。 

 
 

以上でドライバーのインストールは完了です。 
 
 
【事前準備3】『AgriBus-Caster』での登録作業 

『AgriBus-Caster』を利用するため、下記のページよりマウントポイントの発行申請をお願
いします。 
https://agri-info-design.com/agribus-caster/ 
 
なお、『AgriBus-Caster』をご利用いただくには、「AgriBus-Web」への登録と、「Agri
Bus-NAVI」アプリのスタンダードプラン購読が必要です。詳細は上記のページよりご確認く
ださい。 

 
 
【事前準備4】『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』のインストール 

『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』アプリを、Google Play からスマホ/タブレットにインス
トールしておきます。 
 
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.agri_info_design.gpsplus.rtkgps 
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■ 接続方法 
 

1. GMiniにGNSSアンテナを接続します。 
2. GMiniとPCをUSBケーブルで接続してGMiniを起動します。 
3. Windows PCに『RTKLIB』をインストールします。 

「Download ZIP」からZipファイルをダウンロードして適当なところへ展開します。 
 
 ・Open Repository in GitHub (binary programs for Windows). 

 https://github.com/tomojitakasu/RTKLIB_bin 
 

 
  

4. 展開したフォルダにある strsvr.exe を実行します。 

 
 

5. STRSVR を起動し、「(0) Input」が [ Serial ] になっていることを確認の上、Opt [ ... ] 
ボタンをクリックして下記を設定します。 
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「Serial Options」 
- Port  : デバイスマネージャーで確認したポート番号を選択します 
- Bitrate(bps) : デバイスマネージャーで確認した数字（ビット/秒）を選択します 
- Byte Size  : 8bits 
- Parity  : None 
- Stop Bits  : 1bit 
- Flow Control : None 

 
 

次に「(1) Output」を [ NTRIP Server ] とし、その横の Opt [ ... ] ボタンをクリックし
て下記を設定します。 

 
  

「NTRIP Server Options」 
- NTRIP Caster Host : caster.agri-info-design.com 
- Port   : 2101 
- Mountpoint  : 【AgriBus-Casterにて発行されたMountpoint】 
- Password  : 【AgriBus-Casterにて発行されたPassword】 
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次にその横の Conv [ ... ] ボタンをクリックして下記を設定します。 

 
 

「Conversion Option」 
- Conversion : [From] u-blox [To] RTCM3 
- Message Types : 1005(10), 1077(1), 1127(1) 

 
 

更に画面下部の [ Options ] ボタンをクリックして下記を設定します。 

 
 

 「Options] 
a) Station ID  : 任意の数値を設定してください（何でもOKですが 
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マニュアルでは999としています） 
b) Lat/Lon/Height : 次ページに記載の手順に従い、アンテナ設置位置の 

緯度・経度・高度を入力してください 
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【アンテナ設置位置の緯度・経度・高度（Lat/Lon/Height）を測定する方法】 
例）『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』アプリを使った測定方法 
 
『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』アプリをインストールし、起動したあと、下記画面
（左側）の「CRS」が [ Lat/Lon/Height ] となっている場合は、そこを長押しして [ L
at/Lon/Height ‒ Float ] に変更します。 

 
 

次に「Input streams」の「ROVER」および「BASE」の2つを無効 [ OFF ] にします。 

 
 

無効にしたら「Server」を [ ON ] にして、表示される [ Lat ], [ Lon ], [ Height ] の値を 
『RTKLIB』の STRSVR に入力してください。 
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この方法では『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』をインストールしたスマホ/タブレットの
位置を計測しています。この方法でもRTK測位は可能ですが、厳密に計測する場合はマニ
ュアル後半に記載のRover編を参照し、Base用に設置したアンテナを繋いだGMiniをRov
erとして計測してください。 
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6. ここまでの設定が完了したら、[ Start ] ボタンをクリックしてください。 

 
 

『AgriBus-Caster』へのデータ送信が始まります。 
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■ 移動局 
 

GMiniを移動局(Rover)として設定する方法を説明します。下図の網掛け部分に相当します。 
インターネットを経由して基準局(Base)の情報を取得しますので、スマホ/タブレットはインター
ネットに接続しておく必要があります。 
 

 
 
 
【事前準備１】GMiniの設定 
WebブラウザからGMiniを移動局(Rover)用に設定します。 
 
(B)-1. AgriBus-NAVIを起動している場合は、AgriBus-NAVIを終了してください。 

 
(B)-2. GMiniを起動した後、スマホ/タブレットまたはPCでWi-Fiを有効にします。 

 
 

(B)-3. WiFiの使用可能一覧に [ AGBGM-AP-XXXX ] と表示されるので選択します。 
XXXXはGMiniの個体によってそれぞれ異なる４桁の英数字です。 

RTKGPS+ 
for GMini 
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(B)-4. パスワードの入力を求められるので、下記のパスワードを入力します。 
パスワード： 12345678 

 
 

(B)-5. PCでWebブラウザを起動し、アドレスバーに下記のURLを入力してGMiniの設定Webペ
ージを表示します。 
URL： http://192.168.4.1:8080  または  http://agribus-gmini.local:8080 
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(B)-6. 「Configurations」で下記を選択して [ Set ] ボタンをクリックします。 

- ublox : RTK(Rover) 
- gyro : Disable 

 
 

(B)-7. 数秒後、Webページが切り替わり「Set - OK」と表示されれば設定は成功です。 
   「Set - FAIL」と表示された場合は、やり直してください。 
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(B)-8. Wi-FiをGMiniのアクセスポイント（AGBGM-AP-XXXX）から切断し、普段お使いのWi-F
iに繋ぎ直してください。 

 
 

 
【事前準備2】『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』のインストール 

『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』アプリを、Google Play からスマホ/タブレットにインス
トールしておきます。 
 
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.agri_info_design.gpsplus.rtkgps 
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■ 接続方法 
 

1. GMiniにGNSSアンテナを接続します。 
2. GMiniにUSBケーブルを接続してGMiniを起動します。 
3. スマホ/タブレットの設定でBluetoothをONにします。 
4. 『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』アプリを起動し「Input streams」をタップします。 

 
 

5. 「INPUT ROVER」タブの「Enable Rover」を [ ON ] にして、「Stream settings」を
押すと表示されるダイアログにて「Bluetooth system settings」をタップします。 
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6. GMiniをBluetoothペアリングします。 
「使用可能なデバイス」に、「AGBGM-BT-XXXX」と表示されているGMiniを選択しま
す。XXXXはGMiniの個体によってそれぞれ異なる４桁の英数字です。 

 
 

7. 『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』アプリに戻り「Bluetooth device」をタップして表示
されるダイアログにて、先ほどペアリングしたGMiniを選択します。 

  
 

8. 次に「INPUT BASE」タブの「Enable Base」も [ ON ] にして、「Use AgriBus-Caste
r」をONにします。「Stream settings」をタップします。 
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ここでは『AgriBus-Caster』申請時に発行された「NTRIP Mountpoint」「NTRIP use
r」「NTRIP password」をそれぞれ入力します。 

 
 

9. 「Output stream」は、『AgriBus-NAVI』アプリとの通信方法を設定する画面ですが、
通常はデフォルトから内容を変更する必要はありません。 

  
 

10. 「Processing options」の設定から、「Frequencies」が [ L1 + L2 ] となっている場合
は、[ L1 ] に変更してください。 
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その他、使用する衛星の種類を「Navigation system」「Elevation mask」「SNR mas
k」で調整しますが、通常はデフォルトのままでRTK測位が可能です。 
 
ちなみに「Elevation mask」は、衛星の上がっている角度で、数値を低く設定していると建物
や防風林などの影響を受け、精度が下がることがあります。10°～30°の間で調整してください。 
「SNR mask」は、GNSS電波の品質で、数値を低く設定しているとノイズが入り精度が下がる
ことがあります。通常は40のままで問題ありません。 

 
11. 『RTKGPS+ for AgriBus-GMini』アプリで「Server」を [ ON ] にします。 

 
 

ちなみに「Elevation mask」は、衛星の上がっている角度で、数値を低く設定していると建物や防風
林などの影響を受け、精度が下がることがあります。10°～30°の間で調整してください。 
「SNR mask」は、GNSS電波の品質で、数値を低く設定しているとノイズが入り精度が下がることがあ
ります。通常は40のままで問題ありません。 
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移動局と基準局からデータの受信を開始して、棒グラフが表示されます。しばらく経過し
た後、「Solution」が [ Float ] または [ Fixed ] となれば、RTK測位できています。 

 

 

 
 

12. 次に『AgriBus-NAVI』アプリを起動して、画面左下の歯車ボタンをタップします。 

 
 

13. 「GNSS位置情報取得元」で [ 内部ポート通信 ] を選択します。 
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14. 「TCPホスト＆ポート設定」は、基本的にはデフォルトのままで大丈夫です。 

 
 

15. GPSガイダンス画面に戻り、画面右上のGNSSステータスが [ FLOAT ] または [ FIX ] に
なればRTK測位ができています。 
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FLOATからFIXになるかどうかは、アンテナの設置位置や衛星からの電波受信状況によっ
て変わります。また、安定するまで5～10分程度時間がかかる場合があります。 
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Q&A 
 

1. RTKLIBとは何ですか？ 
RTKLIBは、高須知二氏(東京海洋大学)が開発したRTK測位演算ソフトウェア群です。 
詳細については、下記のURLを参照してください。 

 
・RTKLIB 
 http://www.rtklib.com/ 

 
2. GMiniを基準局としてうまく設定できないのですが？ 

 RTKLIB(STRSVR)及びRTK2GOの詳細については下記のURLを参照してください。 
  
 ・RTKLIB ver. 2.4.2 Manual 
  http://www.rtklib.com/prog/manual_2.4.2.pdf 
 
 ・RTK2GO 
  http://www.rtk2go.com/ 

 
3. なかなかFixしないのですが？ 

基準局用のアンテナ設置位置を見直してみてください。アンテナの水平方向に何もない状
況（屋根の上など）が良いとされています。また、遠く離れた基準局（10km以上）を利
用した場合も、精度が低下します。 

 
4. 出荷時状態(Single / D-GNSS)に戻したいのですが？ 

 Webページの「Configurations」で下記を設定してください。 
            ※. Webページのアクセス方法は、P3またはP8を参照してください。 

- ublox : NMEA 
- gyro : Enable 


